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実施日：平成26年12月13日（土）

回答数：89（参加者105名中）：男性88名、女性1名　

参加者について

参加者年齢：20代(7％), 30代(12％), 40代(24％), 50代(32％), 60代(17％), 70代(8％)

参加者職業：会社員(75％), 公務員(5％), 主婦(1％), 教員(2％), その他(17％)

講演に関して

催しに関して

参加者からのコメント(抜粋）

●学生の参加が少ないように見られた。学内外を問わず広く参加を促すべき。

●普段接する事が出来ないお話を伺い、今後の活動に活かしていきたい。

●専門家の先生から話を聞くことが出来、勉強になったし、とても面白かった。
今後とも開催していただきたい。

●原子力関係者以外の方で、様々な分野から科学的、合理的な視野で発見されている方の話を
聴きたいと思います。

第1回公開講座　「今、エネルギーを考える」　アンケート結果
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※その他は職場の同僚、上司など


